様式第１（第３条関係）（表面）
特定施設（有害物質貯蔵指定施設）設置（使用、変更）届出書

令和　　年　　月　　日
　　いわき市長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒970-8686 いわき市平字梅本21番地
　　　　　　　　　　　　　　　届出者    　　　　　  Iファクトリー株式会社　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　いわき　太郎

水質汚濁防止法第５条第１項、第２項又は第３項（第６条第１項又は第２項、第７条）の規定により、特定施設（有害物質貯蔵指定施設）について、次のとおり届け出ます。

	工場又は事業場の名称
	Iファクトリー株式会社
小名浜工場
	※整理番号
	

	工場又は事業場の所在地
	〒971-8111

いわき市小名浜大原字六反田22番地
	※受理年月日
	年　月　日

	　　　　　　
第５条第１項関係
	特定施設の種類
	66　電気めっき施設×１基
	※施設番号
	

	
	有害物質使用特定施設の該当の有無
	　有　☑　　　無　□
	※審査結果
	

	
	△特定施設の構造
	別紙１のとおり。
	※備考
	

	
	△特定施設の設備（有害物質使用特定施設の場合に限る。）
	別紙１の２のとおり。
	
	

	
	△特定施設の使用の方法
	別紙２のとおり。
	
	

	
	△汚水等の処理の方法
	別紙３のとおり。
	
	

	
	△排出水の汚染状態及び量
	別紙４のとおり。
	
	

	
	△排出水の排水系統別の汚染状態及び量
	別紙５のとおり。
	
	

	
	△排出水に係る用水及び排水の系統
	別紙６のとおり。
	
	

	第５条第２項関係
	有害物質使用特定施設の種類
	　
	
	

	
	△有害物質使用特定施設の構造
	別紙７のとおり。
	
	

	
	△有害物質使用特定施設の使用の方法
	別紙８のとおり。
	
	

	
	△汚水等の処理の方法
	別紙９のとおり。
	
	

	
	△特定地下浸透水の浸透の方法
	別紙10のとおり。
	
	

	
	△特定地下浸透水に係る用水及び排水の系統
	別紙11のとおり。
	
	



様式第１　（裏面）
	第５条第３項関係
	有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別
	□　有害物質使用特定施設
□　有害物質貯蔵指定施設
	
	

	
	△有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の構造
	別紙12のとおり。
	
	

	
	△有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の設備
	別紙13のとおり。
	
	

	
	△有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の使用の方法
	別紙14のとおり。
	
	

	
	△施設において製造され、使用され、若しくは処理される有害物質に係る用水及び排水の系統又は施設において貯蔵される有害物質に係る搬入及び搬出の系統
	別紙15のとおり。
	
	


備考　１　特定施設の種類の欄及び有害物質使用特定施設の種類の欄には、令別表第一に掲げる号番号及び名称（指定地域特定施設にあつては、名称）を記載すること。
　　　２　有害物質使用特定施設の該当の有無の欄には、該当するものにレ印を記入すること。なお、有害物質使用特定施設に該当しない場合には、別紙１の２を提出することを要しない。
３  有害物質使用特定施設又は有害物質貯蔵指定施設の別の欄には、該当する施設にレ印を記入すること。
　　　４　△印の欄の記載については、別紙によることとし、かつ、できる限り、図面、表等を利用すること。
　　　５　※印の欄には、記載しないこと。
　　　６　排出水の排水系統別の汚染状態及び量については、指定地域内の工場又は事業場に係る届出書に限つて欄を設けること。
　　　７　変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。
　　　８　届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格Ａ４とすること。
　　　９　氏名（法人にあつてはその代表者の氏名）を記載し、押印することに代えて、本人（法人にあつてはその代表者）が署名することができる。
様式第8号(第26条、第32条、第36条、第37条)


設置(使用・変更)届出書

令和　　年　　月　　日

いわき市長　殿
〒970-8686 いわき市平字梅本21番地
　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　Iファクトリー株式会社　　　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　いわき　太郎
福島県生活環境の保全等に関する条例第30条第1項、第41条第1項、第43条第1項又は第43条第3項(第31条第1項、第32条第1項、第44条)の規定により、次のとおり届け出ます。

	工場又は事業場の名称
	Iファクトリー株式会社
小名浜工場
	※整理番号
	

	工場又は事業場の所在地
	〒971-8111

いわき市小名浜大原字六反田22番地
	※受理年月日
	年　月　日

	第30条第1項及び第41条第1項関係
	排水指定施設(特定施設)の種類
	66 電気めっき施設 １基
	※施設番号
	

	
	排水指定施設(特定施設)の構造
	別紙1のとおり。
	※審査結果
	

	
	排水指定施設(特定施設)の使用の方法
	別紙2のとおり。
	※備考

	
	汚水等の処理の方法
	別紙3のとおり。
	

	
	指定事業場排出水(特定事業場

排出水)の汚染状態及び量
	別紙4のとおり。
	

	
	指定事業場排出水(特定事業場

排出水)に係る用水及び排水の系統
	別紙6のとおり。
	

	第43条第1項及び第43条第３項関係
	有害物質使用排水指定施設(法定

外有害物質使用特定施設)の種類
	
	

	
	有害物質使用排水指定施設(法定

外有害物質使用特定施設)の構造
	別紙7のとおり。
	

	
	有害物質使用排水指定施設(法定外有害物質使用特定施設)の使用の方法
	別紙8のとおり。
	

	
	汚水等の処理の方法
	別紙9のとおり。
	

	
	地下浸透水の浸透の方法
	別紙10のとおり。
	

	
	地下浸透水に係る用水及び排水の系統
	別紙11のとおり。
	

	業種及び事業の内容
	2464　電気めっき業
	


備考

1. 届出書及び別紙の用紙の大きさは、図面、表等やむを得ないものを除き、日本工業規格A4とすること。

2. 氏名については、記名押印に代えて、署名することができる。

3. 排水指定施設(特定施設)の種類の欄及び有害物質使用排水指定施設(法定外有害物質使用特定施設)の種類の欄には、福島県生活環境の保全等に関する条例施行規則(平成8年福島県規則第75号)第20条に掲げる号番号及び名称(特定施設にあっては、水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第1に掲げる号番号及び名称)を記入すること。

4. ※印の欄には、記載しないこと。

5. 変更届出の場合には、変更のある部分について、変更前及び変更後の内容を対照させること。

6. 業種については、日本標準産業分類の分類表に定められた細分類により記入すること。

別紙１
特定施設の構造

	工場又は事業場における施設番号
	A-1（変更なし）
	

	特定施設号番号及び名称
	66　電気めっき施設
	

	型式
	〇〇社製

◇◇型（式）
	

	構造
	○○製
	

	主要寸法
	○○×○○×○○mm
	

	能力
	原材料○○kg/h
	

	配置
	工場棟１F
(添付資料１のとおり)
	

	設置年月日
	 ○ 年 ○ 月 ○ 日
	  年   月   日

	工事着手予定年月日
	 　 年 　 月 　 日
	  年   月   日

	工事完成予定年月日
	 　 年 　 月 　 日
	  年   月   日

	使用開始予定年月日
	 　 年 　 月 　 日
	  年   月   日

	その他参考となるべき事項
	
別紙１の２を参照
	


　備考　１　配置の欄には、当該特定施設及びこれに関連する主要機械又は主要装置の配置を記載すること。

        ２　その他参考となるべき事項の欄には、当該特定施設が有害物質使用特定施設に該当する場合には、施設の床面及び周囲の構造等を記載すること。

別紙１の２
特定施設の設備

	工場又は事業場における施設番号
	A-1（変更なし）
	

	特定施設号番号及び名称
	66 電気めっき施設
	

	設備
	地上配管、排水溝、ためます
	

	構造
	配管：ステンレス製

排水溝：コンクリート製○○mm厚(FRP被覆)

ためます：コンクリート製○○mm厚
	

	主要寸法
	地上配管：○○×○○m

排水溝：幅○○mm×深○○mm
×○○mm
ためます：○○mm×○○mm
×○○mm
	 

	配置
	工場棟１F
	

	設置年月日
	○ 年 ○ 月 ○ 日
	

	工事着手予定年月日
	　 年 　 月 　 日
	

	工事完成予定年月日
	　 年 　 月 　 日
	

	使用開始予定年月日
	　 年 　 月 　 日
	


	その他参考となるべき事項
	●構造基準
床面：耐酸・耐アルカリ樹脂ライニング処理

周囲の構造：露出配管、ためます(容量○○m3)
●点検内容・頻度：
・床面及び周囲：ひび割れ、被覆の損傷の有無（月１回以上）

・施設本体：損傷、漏えいの有無（毎日）

・付帯する配管等：損傷、漏えいの有無（月１回以上）

・排水溝等：ひび割れ等の有無（月１回以上）

・使用の方法：管理要領等の見直し（年１回以上）
	


　備考　１　有害物質使用特定施設に該当しない場合には、本様式を提出することを要しない。

２　配置の欄には、当該特定施設の設備の配置を記載すること。

別紙2

特定施設の使用の方法
	工場又は事業場に

おける施設番号
	A-1（変更前）
	A-1（変更後）

	特定施設番号及び名称
	66 電気めっき施設
	66 電気めっき施設

	設置場所
	工場棟１F
(添付資料１のとおり)
	同左

	操業の系統
	○○めっきを行う
	同左

	使用時間間隔
	週2～3回程度使用し、使用時間帯は不規則
	同左

	1日あたりの使用時間
	８時間
	同左

	使用の季節的変動
	6月中旬～7月中旬　100％稼働
12月～1月　30％稼働
その他　70％稼働
	同左

	原材料（消耗資材を含む。）の種類、使用方法及び1日当たりの使用量
	クロム酸（六価クロム○％含有）

○○ ㎏

硫酸 ○○ ㎏

水酸化ナトリウム ○○ ㎏

亜鉛 ○○ ㎏
(添付資料２のとおり)
	クロム酸（六価クロム○％含有）

○○ ㎏

硫酸 ○○ ㎏

水酸化ナトリウム ○○ ㎏

亜鉛 ○○ ㎏
シアン化ナトリウム ○○ ㎏

(添付資料２のとおり)

	汚水等の汚染状況
	種類・項目
	通常
	最大
	通常
	最大

	
	ｐＨ

ＢＯＤ
ＳＳ
Ｃｒ(Ⅵ) 
Ｚｎ
n-Hex

ＣＮ
	○○ ～ ○○
○○

○○
○○
○○
○○
	○○ ～ ○○
○○

○○
○○
○○
○○
	○○ ～ ○○
○○

○○
○○
○○
○○
○○
	○○ ～ ○○
○○

○○
○○
○○
○○
○○

	汚水等の量
（m3／日）
	通常
	最大
	通常
	最大

	
	50
	100
	70
	120

	その他参考となるべき事項
	・有害物質(六価クロム化合物)を使用
・廃液は産廃処理（○○L/月）
	・有害物質(シアン化合物、六価クロム化合物)を使用
・廃液は産廃処理（○○L/月）


備考

1. 汚水等の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。

別紙3

汚水等の処理の方法
	工場又は事業場に

おける施設番号
	工程系排水処理施設（変更前）
	工程系排水処理施設（変更後）

	処理施設の設置場所
	添付資料３のとおり
	同左

	設置年月日
	○ 年 ○ 月 ○ 日
	○ 年 ○ 月 ○ 日

	工事着手予定年月日
	年 　 月 　 日
	年 　 月 　 日

	工事完成予定年月日
	年 　 月 　 日
	年 　 月 　 日

	使用開始予定年月日
	年 　 月 　 日
	年 　 月 　 日

	種類及び型式
	◇◇社製□□型排水処理施設
	同左

	構造
	ＦＲＰ、鋼板、コンクリート製
	同左

	主要寸法
	○○×○○×○○mm
	同左

	能力
	○○ m3/日
	同左

	処理の方式
	還元、アルカリ塩素法、中和、凝集沈殿、活性炭吸着
	同左

	処理の系統
	添付資料４のとおり
	同左

	集水及び導水の方法
	集水溝で集め、埋設管で処理施設まで導水
	同左

	使用時間間隔
	連続使用
	同左

	1日当たりの使用時間
	連続○○時間
	同左

	使用の季節変動
	なし
	同左

	消耗資材の1日当たりの用途別使用量
	亜硫酸ソーダ ○○ ㎏

次亜塩素酸ソーダ ○○ ㎏

水酸化ナトリウム ○○ ㎏

硫酸 ○○ ㎏

高分子凝集剤 ○○ ㎏
	同左

	汚水等の汚染状態及び量
	種類・項目
	通常
	最大
	通常
	最大

	
	
	処理前
	処理後
	処理前
	処理後
	処理前
	処理後
	処理前
	処理後

	
	ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ＣＮ

Ｃｒ(Ⅵ)

Ｔ－Ｃｒ

Ｚｎ
n-Hex

ＣＮ
	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○


	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○

	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○


	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○


	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○

○○
	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○
○○
	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○

○○
	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○

○○

	
	量（m3／日）
	50
	50
	100
	100
	70
	70
	120
	120

	残さの種類、1月間の種類別生成量及び処理方法
	汚泥 ○t/月
産業廃棄物として委託処理
	同左

	排出水の排出方法
	最終排水口→工業団地排水路
→○○川
（添付資料５のとおり）
	同左

	その他参考となるべき事項
	
	


1. 備考

2. 汚水等の汚染状況の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。

3. 排出水の排出方法の欄には、排出口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。

別紙3

汚水等の処理の方法
	工場又は事業場に

おける施設番号
	浄化槽（変更なし）
	

	処理施設の設置場所
	添付資料３のとおり
	

	設置年月日
	○ 年 ○ 月 ○ 日
	

	工事着手予定年月日
	年 　 月 　 日
	

	工事完成予定年月日
	年 　 月 　 日
	

	使用開始予定年月日
	年 　 月 　 日
	

	種類及び型式
	合併処理浄化槽（70人槽）
	

	構造
	ＦＲＰ一体型
	

	主要寸法
	○○×○○×○○mm
	

	能力
	○○ m3/日 (添付資料６のとおり)
	

	処理の方式
	接触ばっき方式
	

	処理の系統
	添付資料４のとおり
	

	集水及び導水の方法
	
	

	使用時間間隔
	○○時～○○時
	

	1日当たりの使用時間
	連続○○時間
	

	使用の季節変動
	なし
	

	消耗資材の1日当たりの用途別使用量
	次亜塩素酸カルシウム ○○ ｇ
	

	汚水等の汚染状態及び量
	種類・項目
	通常
	最大
	
	

	
	
	処理前
	処理後
	処理前
	処理後
	
	
	
	

	
	ｐＨ

ＢＯＤ

ＳＳ

ＣＮ

Ｃｒ(Ⅵ)

Ｔ－Ｃｒ

Ｚｎ
n-Hex

ＣＮ

大腸菌数
	○～○
○○

○○

○○
	○～○
○○

○○

○○
	○～○
○○

○○

○○
	○～○
○○

○○

○○
	
	
	
	

	
	量（m3／日）
	10
	10
	20
	20
	
	
	
	

	残さの種類、1月間の種類別生成量及び処理方法
	汚泥 ○kg/月
一般廃棄物として処理
	

	排出水の排出方法
	最終排水口→工業団地排水路
→○○川
（添付資料５のとおり）
	

	その他参考となるべき事項
	
	


備考

1. 汚水等の汚染状況の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。
2. 排出水の排出方法の欄には、排出口の位置及び数並びに排出先を含め記載すること。
別紙4
排出水の汚染状態及び量
	工場又は事業場に

おける施設番号
	最終排水口（変更前）
	最終排水口（変更後）

	排出水の汚染状態
	種類・項目
	通常
	通常
	通常
	通常

	
	ｐＨ
ＢＯＤ（mg/L）
ＳＳ（mg/L）
Ｃｒ(Ⅵ) （mg/L）
Ｔ－Ｃｒ（mg/L）
Ｚｎ（mg/L）
n-Hex（mg/L）
ＣＮ（mg/L）
大腸菌数（CFU/mL）
	○～○
○○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○
	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○

○○
	○～○
○○

○○

○○

○○

○○

○○
○○

○○

	排出水の
（m3／日）
	通常
	最大
	通常
	最大

	
	60
	120
	80
	140

	その他参考となるべき事項
	○○川に放流


備考

1. 排出水の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。
別紙4
排出水の汚染状態及び量
	工場又は事業場に

おける施設番号
	雨水排水口（変更なし）
	

	排出水の汚染状態
	通常
	通常
	最大
	
	

	
	ｐＨ
ＢＯＤ（mg/L）
ＳＳ（mg/L）
Ｃｒ(Ⅵ) （mg/L）
Ｔ－Ｃｒ（mg/L）
Ｚｎ（mg/L）
n-Hex（mg/L）
ＣＮ（mg/L）
大腸菌数（個/cm3）
	
	
	
	

	排出水の
（m3／日）
	通常
	最大
	通常
	最大

	
	
	
	
	

	その他参考となるべき事項
	○○川に放流


備考

1. 排出水の汚染状態の欄には、当該特定事業場の排出水に係る排水基準に定められた事項について記載すること。
別紙6

用水及び排水の系統
	用水及び排水の系統
	（変更前）
（詳細は別紙６のとおり）



	用途別用水使用量
	用途
	使用水
	用水使用量(m3／日)（通常）　

	
	製品処理洗浄水
	上水道
	50

	
	生活用水
	上水道
	10

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


紙6

用水及び排水の系統
	用水及び排水の系統
	（変更後）
（詳細は別紙６のとおり）



	用途別用水使用量
	用途
	使用水
	用水使用量(m3／日)（通常）

	
	製品処理洗浄水
	上水道
	70

	
	生活用水
	上水道
	10

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	



付表
発生源施設等一覧
工場・事業場名：Iファクトリー株式会社小名浜工場
 FORMCHECKBOX 
大気汚染防止法
☑水質汚濁防止法
 FORMCHECKBOX 
騒音規制法
 FORMCHECKBOX 
振動規制法
 FORMCHECKBOX 
ダイオキシン類対策特別措置法
 FORMCHECKBOX 
特定工場における公害防止組織の整備に関する法律
☑福島県生活環境の保全等に関する条例
	届出前
	設置・使用・変更・廃止・承継
	届出後

	発生源施設等の種類
	発生源施設等の種類
	発生源施設等の種類

	項号番号
	名称
(規模・能力)
	台数
	項号番号
	名称
(規模・能力)
	台数
	項号番号
	名称
(規模・能力)
	台数

	65
66
	酸又はアルカリによる表面処理施設
(B-1)

電気めっき施設
(A-1：六価クロム)
	1
1
	66
	電気めっき施設
(A-1：六価クロム、シアン)
	1
	65
66
	酸又はアルカリによる表面処理施設
(B-1)

電気めっき施設
(A-1：六価クロム、シアン)
	1
1

	計
	
	2
	
	
	１
	
	
	2



○　添付書類
	
	資料番号
	添　付　書　類

	□
	
	特定施設等の構造図（施設本体の構造図、仕様書、カタログ等）

	☑
	1
	特定施設等の設置場所を示した配置図(平面図)

	□
	
	有害物質使用特定施設等に係る構造基準等に関する資料
（床面・配管・排水溝等の構造図、仕様書、カタログ等）

	□
	
	有害物質使用特定施設等に付帯する設備の配置図
（配管・排水溝等の設置場所を示した平面図）

	□
	
	特定施設等を含む操業の系統図（生産工程図(フローシート)など）

	☑
	2
	特定施設等で使用する原材料等の資料
（使用する原材料等の成分表・SDS、薬品リスト等）

	☑
	3
	汚水等の処理施設の設置場所を示した配置図(平面図)

	□
	
	汚水等の処理施設の構造図、仕様書、カタログ等

	□
	
	汚水等の処理施設の設計計算書（処理施設の能力の算定資料）

	☑
	4
	汚水等の処理の系統図

	□
	
	汚水等の集水及び排水経路図
（処理施設への集水，及び処理施設からの排水経路を示した平面図）

	☑
	5
	排水経路図
（工場・事業場内の排水(生活排水・工程排水・雨水排水等)の経路、排水口及び浸透箇所を示した平面図）

	☑
	6
	用水及び排水の系統図
（工場・事業場内の用水及び排水の量と流れがわかるフロー図(水の収支バランスシート)）

	□
	
	有害物質使用特定施設に係る用水及び排水の系統図
（有害物質使用特定施設の用水及び排水の量と流れがわかるフロー図）

	□
	
	有害物質の搬入及び搬出の系統図
（有害物質貯蔵指定施設への有害物質の搬入及び搬出のフロー図）


着手する日の60日前まで


(届出日と着手日を除く中60日)





該当する事項以外は取り消し線





住所


氏名又は名称


法人にあっては


その代表者の氏名





届出を行う者の住所、氏名、法人にあっては代表者の職名、氏名、名称及び所在地 (登記簿上の本店又は主たる事務所の所在地)を記載する。


代理人(例えば工場長)が提出する場合は、代表者からの委任状を添付する。





該当する事項以外は取り消し線





設置する施設が有害物質使用特定施設に該当する場合は有に、該当しない場合は無にチェックする。





該当する事項以外は取り消し線





排水指定施設


特定施設


有害物質使用排水指定施設


法定外有害物質使用特定施設





住所


氏名又は名称


法人にあっては


その代表者の氏名





該当する事項以外は取り消し線





県条例


第30条第１項：排水指定施設の設置


第41条第1項：水濁法特定施設の設置・構造等の変更


第43条第1項：有害物質使用排水指定施設の設置


第43条第3項：法定外有害物質使用特定施設の設置


(第31条第１項：排水指定施設の経過措置


第32条第1項：排水指定施設の構造等の変更


第44条：有害物質使用排水指定施設、


法定外有害物質使用特定施設の経過措置・構造等の変更)





業種については、日本標準産業分類の分類表に定められた細分類により記入





※変更がない場合でも、別紙に変更なしと記載して提出する。





有害物質使用特定施設に該当する場合は、「別紙１の２を参照」と記載する。





有害物質を使用する場合のみ記載する。





※変更がない場合でも、別紙に変更なしと記載して提出する。





有害物質漏洩対策に係る床面・周囲の構造及び点検内容・点検頻度を記載する。


詳細は、環境省マニュアル『地下水汚染の未然防止のための構造と点検・管理に関するマニュアル』に記載されている。





※変更がある場合は、変更前と変更後を並べて記載する。





種類・項目は原材料等から排出するおそれのあるものを記載する。


測定結果がない場合は、設計値を記載する。





原材料に有害物質が含まれる場合及び


廃液等を産廃処理する場合にはその旨を記載する。





※変更がある場合は、変更前と変更後を並べて記載する。





当該処理施設を特定できるよう工場内で用いている番号や名称を記載する。


(特定施設の排水以外の汚水の処理をしている処理施設についても記載する。)





排出口の位置及び排出先を含め記載する。





※変更がない場合でも、別紙に変更なしと記載して提出する。





排出口の位置及び排出先を含め記載する。





排水口毎に名称をつけ、添付資料に記入雨水排水、分流式下水道、合流式下水道等、排出先に関わらず、事業場から排出する排水口を全て記載する。





排水基準が定められている項目のうち、通常排水口から排出される項目や排出されるおそれのある項目（特定施設において使用されている物質や副生成等により存在すると推定される物質を含む。）について記載する。


※ここで記載した項目は１年に１回以上、その他の項目については必要に応じて測定が必要となる。





公共用水域へ排出する場合は、河川名を記載する。


分流式下水道に排出する場合は、分流式下水道汚水管又は分流式下水道雨水管を記載する。


(その他必要に応じて合流式下水道、地下浸透なども記載する。)





排水口毎に名称をつけ、添付資料に記入雨水排水、分流式下水道、合流式下水道等、排出先に関わらず、事業場から排出する排水口を全て記載する。





※変更がない場合でも、別紙に変更なしと記載して提出する。





排水基準が定められている項目のうち、通常排水口から排出される項目や排出されるおそれのある項目（特定施設において使用されている物質や副生成等により存在すると推定される物質を含む。）について記載する。


※ここで記入した項目は１年に１回以上、その他の項目については必要に応じて測定が必要となる。





雨水のみが排出される場合は、汚染状態の記載は不要





公共用水域へ排出する場合は、河川名を記載する。


分流式下水道に排出する場合は、分流式下水道汚水管又は分流式下水道雨水管を記載する。


(その他必要に応じて合流式下水道、地下浸透なども記載する。)





用水及び排水の系統図を記載する。


給水系統、排水系統、雨水系統を色分けし、判別できるような資料を添付する。





市水道(60 m3/日)





○○川





場外側溝





雨水





場内側溝





雨水排水口


(雨量)





工業団地排水路





最終排水口


(60 m3/日)





工程系排水





生活系排水





排水処理施設





浄化槽





産廃委託処理





使用水については、水道水、地下水、循環水、再利用水等を明記する。


平均的な使用量と届出内の水収支に整合性があるように記載する。





用水及び排水の系統図を記載する。


給水系統、排水系統、雨水系統を色分けし、判別できるような資料を添付する。





市水道(80 m3/日)





○○川





場外側溝





雨水





場内側溝





雨水排水口


(雨量)





工業団地排水路





最終排水口


(80 m3/日)





工程系排水





生活系排水





排水処理施設





浄化槽





産廃委託処理





使用水については、水道水、地下水、循環水、再利用水等を明記する。


平均的な使用量と届出内の水収支に整合性があるように記載する。





該当する事項を選択





該当する事項を選択





記載事項


・項又は号番号


・施設名称（施設番号：使用している有害物質の種類）


・台数　


※有害物質使用特定施設の場合は、有害物質の種類を記載する。





合計施設数の記載








